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まちの話題　　まちの話題　

　

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
平

成
29
年
中
種
子
町
成
人
式
が
、

1
月
3
日
に
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
ス
ー
ツ
や
華
や
か
な
振

り
袖
な
ど
に
身
を
包
ん
だ
新
成

人
80
人（
対
象
者
は
１
０
９
人
）

の
新
た
な
門
出
を
盛
大
に
祝
い

ま
し
た
。

　

式
に
は
、
行
政
・
議
会
・
地

域
関
係
者
な
ど
が
出
席
し
、
新

成
人
に
向
け
激
励
と
お
祝
い
の

こ
と
ば
を
送
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
成
人
を
代
表
し

古
市
勝
士
さ
ん
（
東
目
）
と
山

下
亜
矢
香
さ
ん
（
西
之
町
）
が

「
未
来
を
担
う
若
者
と
し
て
一

日
一
日
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

社
会
に
貢
献
出
来
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
き
ま
す
」
と
力
強
く

誓
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
成
人
式
実
行
委
員

長
の
伊
集
院
北
斗
さ
ん
（
伏
之

前
）
が
「
中
種
子
町
で
成
人
式

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
種
子
島
、
中
種
子
町
を
誇

り
に
思
い
、
若
い
力
で
ハ
バ
シ

カ
中
種
子
町
に
し
て
い
き
た

い
」
と
決
意
と
お
礼
を
述
べ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
の
交
歓
パ
ー
テ
ィ
ー

で
は
、
校
区
ご
と
に
分
か
れ
お

酒
や
お
茶
な
ど
で
乾
杯
。
同
級

生
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜

び
、
近
況
や
昔
の
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
は
出
席
者
全
員

で
「
よ
い
ら
～
い
き
音
頭
」
を

踊
り
、
会
場
が
ひ
と
つ
に
な
り

ま
し
た
。

109 人が大人の仲間入り　平成 29 年中種子町成人式

　古市勝士さん　山下亜矢香さん　伊集院北斗さん



まちの話題　

3　広報なかたね 2017.2 月号

　まちの話題　

今年も安心を守る　平成 29 年中種子町消防出初め式

　

新
春
恒
例
の
平
成
29
年
中
種

子
町
消
防
出
初
め
式
が
、
１
月

６
日
に
あ
り
、
一
年
の
地
域
防

災
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し

た
。

　

出
初
め
式
の
ス
タ
ー
ト
を
飾

る
消
防
団
員
に
よ
る
パ
レ
ー
ド

や
各
分
団
の
操
法
演
習
、
放
水

演
習
は
、
悪
天
候
に
よ
り
直
前

に
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

式
典
は
種
子
島
中
央
体
育
館

で
行
わ
れ
、
中
種
子
町
消
防
団

の
浦
島
茂
団
長
が
「
町
民
の
尊

い
命
と
貴
重
な
財
産
を
守
る
た

め
に
、
不
屈
の
消
防
精
神
の
も

と
防
火
・
防
災
体
制
の
充
実
に

努
め
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
を
め
ざ
す
」
と
団
員
に
訓
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
観
客
が
見
守
る
中
、

増
田
分
団
が
停
止
間
動
作
、
星

原
分
団
が
行
進
間
動
作
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

式
典
の
第
二
部
は
、
中
央
公

民
館
に
移
動
し
、
永
年
の
消
防

団
員
活
動
の
功
績
や
、
無
火
災

分
団
を
た
た
え
た
表
彰
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

■
消
防
関
係
表
彰
（
敬
称
略
）

日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰

　

精
績
章

       

副
団
長　

松
元　

清
人

鹿
児
島
県
消
防
協
会
総
裁
表
彰

　

功
績
章
（
20
年
）

　
　

星
原
分
団　

部
長　

田
中　

満
男

　
　

熊
野
分
団　

部
長　

日
髙　

和
典　

　
　

中
央
分
団　

部
長　

泰
原　

博
志

　
　

熊
野
分
団　

班
長　

鎌
田　

昭
一

　
　

星
原
分
団　

班
長　

橋
口　

和
幸

鹿
児
島
県
消
防
協
会
熊
毛
支
部
表
彰

　

特
別
表
彰

　
　

中
央
分
団　

班
長　

鎌
田　

文
広

　
　
（
全
国
消
防
操
法
大
会
優
秀
選
手
賞
受
賞
）

町
長
表
彰

　

勤
続
章

　
（
40
年
）

　
　

団　

長　

浦
島　

茂

　
　

副
団
長　

松
元　

清
人

　
（
30
年
）

　
　

納
官
分
団　

分
団
長　

藤
川　

新
治

　
　

中
央
分
団　

分
団
長　

内
村　

邦
洋

　
（
20
年
）

　
　

岩
岡
分
団　

分
団
長　

折
戸　

隆
司

　
　

油
久
分
団　

部
長　

日
髙　

修

　
　

納
官
分
団　

団
員　

春
田　

健
次
郎

　
　

増
田
分
団　

団
員　

岩
﨑　

哲
也

　

感
謝
状

　
　

前
南
界
分
団
長　

德
永　

三
博

　
　

30
年
以
上
勤
続
配
偶
者　

藤
川　

京
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
村　

陽
子　

　

無
火
災
分
団

　
　

星
原
分
団

　
　

熊
野
分
団

　団旗に敬礼

　観閲 　増田分団停止間動作

　日本消防協会会長表彰　精績章
　副団長　松元清人さん 　星原分団行進間動作
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まちの話題　　まちの話題　

　

12
月
17
日
に
星
原
小
学
校
の
児

童
8
人
と
一
緒
に
、
山
芋
掘
り
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

冷
た
い
風
が
吹
き
込
む
星
原
小

学
校
の
校
庭
に
集
ま
り
、
星
原
む

ら
づ
く
り
実
行
委
員
会
（
鮫
島
達

会
長
）
に
よ
る
山
芋
の
講
習
会
を

受
講
。
そ
の
後
、
前
も
っ
て
確
認
し

て
お
い
た
牧
川
集
落
の
山
で
、
山

芋
掘
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

土
を
掘
り
出
し
て
い
く
と
、
そ
ち

ら
に
芋
は
伸
び
て
い
な
か
っ
た
り

「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
こ
っ
ち
だ
ろ
う
」

と
誰
か
が
言
え
ば「
い
や
こ
っ
ち
だ
」

今
度
は
、
そ
っ
ち
を
掘
っ
て
み
る
と

「
ほ
ら
、
そ
れ
見
た
こ
と
か
！
」。

　

そ
ん
な
大
人
の
や
り
と
り
を
見

て
い
る
と
、子
ど
も
達
も「
僕
は
こ
っ

ち
だ
と
思
う
」「
私
は
あ
っ
ち
だ
と

思
う
」
と
意
見
を
言
い
出
し
、
大

人
が
「
や
い
や
っ
」
と
口
を
挟
む
と

「
山
芋
を
折
っ
た
人
に
は
言
わ
れ
た

く
な
い
」
と
や
り
返
す
始
末
。

　

経
験
の
あ
る
な
し
、
大
人
も
、

子
ど
も
も
関
係
な
し
。
芋
が
姿
を

隠
す
た
び
に
、み
ん
な
が
「
あ
ー
だ
、

こ
ー
だ
」
と
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
て
い

き
ま
す
。聞
い
て
い
て
心
地
が
い
い
、

言
葉
の
応
酬
。
こ
れ
が
ま
さ
に
「
山

芋
掘
り
」。
ど
ん
ど
ん
穴
を
掘
り
進

め
て
い
く
に
つ
れ
、
み
ん
な
の
心
の

垣
根
が
取
れ
、
次
第
に
一
体
感
が
芽

生
え
て
き
ま
す
。
子
ど
も
と
大
人

の
距
離
が
グ
ッ
と
近
く
な
っ
て
い
く

様
子
は
、
寒
空
で
も
心
が
温
か
く

な
り
ま
し
た
。

　

星
原
小
学
校
は
生
徒
数
が
少
な

い
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ

う
な
活
動
を
通
じ
た
一
体
感
で
「
意

見
が
言
え
る
人
」
に
成
長
し
て
い
っ

て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い

ま
し
た
。

　
「
ち
び
っ
こ
船
頭
」
が
多
い
山
芋
掘

り
は
、
見
て
い
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

地域おこし協力隊通信（№ 3）　星原小学校の児童と「山芋掘り」を体験

とろろご飯で頂きました みんな前のめりで試行錯誤

　

町
商
工
会
青
年
部
が
、
12
月
24

日
に
第
10
回
ク
リ
ス
マ
ス
特
別

企
画
「
サ
ン
タ
が
お
う
ち
に
や
っ

て
く
る
!?
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ま
ち
の
商
業
活
性

化
と
地
域
振
興
を
目
的
に
、
町

内
の
指
定
店
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

購
入
し
た
家
庭
を
、
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
に
変
装
し
た
部
員
が
、

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の
夜
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
渡
す
企
画
で
26
軒
を

訪
問
。
子
ど
も
た
ち
は
サ
ン
タ

と
ト
ナ
カ
イ
の
突
然
の
訪
問
に

と
て
も
喜
び
ま
し
た
。

サンタがおうちにやってくる !?
町商工青年部が訪問

　

星
原
女
性
消
防
隊
（
橋
口
ま

り
子
隊
長
）
が
、
12
月
23
日
に

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
と
福

祉
施
設
を
訪
問
す
る
見
守
り
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
浜
津
脇
駐
在
所

の
警
察
官
と
民
生
委
員
も
参
加
。

ク
リ
ス
マ
ス
が
近
い
こ
と
も
あ

り
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
姿
に

身
を
包
み
、
11
箇
所
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　

同
隊
は
、
今
後
も
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、
見
守

り
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

地域の見守り
星原女性消防隊クリスマス訪問
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中
種
子
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
女
性
部
（
鎌
田
多
美
部
長
）

の
委
員
9
人
は
、
会
員
が
一
人

一
枚
ず
つ
手
縫
い
で
縫
っ
た
雑

巾
３
０
０
枚
を
、
12
月
16
日
に

町
内
の
小
中
学
校
と
中
種
子
養

護
学
校
へ
届
け
ま
し
た
。

　

同
部
は
平
成
12
年
か
ら
毎
年

「
雑
巾
一
枚
運
動
」
を
行
い
、
今

回
で
17
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

鎌
田
部
長
は
、
出
身
校
の
岩

岡
小
学
校
を
訪
れ
、
5
・
6
年

生
に
「
学
校
の
掃
除
で
使
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
手
渡
し
ま
し
た
。

学校に手縫い雑巾贈る
中種子町老人クラブ連合会女性部

　

野
間
小
学
校
の
河
野
和
美
教

論
が
、
教
職
員
と
し
て
優
れ
た

教
育
実
践
等
を
重
ね
教
育
の
振

興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
と
し
て
、

11
月
28
日
に
鹿
児
島
県
教
育
委

員
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

河
野
教
論
は
、
算
数
の
学
力

向
上
に
顕
著
な
功
績
が
あ
り
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
之
園
教
育
長
は
「
こ
の
表

彰
を
機
に
、
ま
す
ま
す
資
質
能

力
の
向
上
に
励
み
、
児
童
生
徒

の
学
力
向
上
に
寄
与
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
激
励
の
言
葉
を

贈
り
ま
し
た
。

教育の振興発展に貢献
河野和美教論が鹿児島県優秀教職員表彰を受賞

　

増
田
牛
之
原
地
区
に
あ
る
戦

争
遺
跡
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
、
牛
之
原
桜
同

志
会
（
南
増
雄
会
長
）
が
１
月

７
日
に
「
見
ち
ぇ
聞
い
ち
ぇ
録

ろ
う
」
と
題
し
た
案
内
板
９
枚

を
戸
畑
の
煙
突
や
弾
薬
庫
跡
、

砲
台
跡
、
台
地
を
掘
っ
て
造
っ

た
飛
行
機
を
隠
す
掩え

ん
た
い体

群
な
ど

８
カ
所
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

案
内
板
は
、
町
教
育
委
員
会

の
調
査
結
果
を
基
に
作
製
し
、

町
の
地
域
活
性
化
支
援
交
付
金

を
活
用
し
ま
し
た
。

「見ちぇ聞いちぇ録ろう」増田戦跡
牛之原桜同志会が案内板を設置

　

伝
統
漁
法
に
よ
る
メ
コ
ン
引

き
が
１
月
５
日
に
、
増
田
浦
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

増
田
港
の
防
波
堤
よ
り
約

３
０
０
㍍
沖
合
の
水
深
８
㍍
ほ

ど
の
場
所
で
漁
を
開
始
。
組
合

員
が
二
船
に
分
か
れ
、
メ
コ
ン

の
大
群
を
網
で
囲
み
、
メ
コ
ン

が
網
に
か
か
っ
た
と
こ
ろ
で
一

気
に
網
を
引
き
揚
げ
ま
し
た
。

　

捕
れ
た
新
鮮
な
メ
コ
ン
は
組

合
員
と
漁
の
手
伝
い
を
行
っ
た

方
々
で
分
け
ら
れ
、
刺
身
や
煮

付
け
な
ど
に
し
て
食
べ
ら
れ
ま

し
た
。

伝統漁法メコン（メアジ）引きで大漁
増田浦漁業組合

岩岡小学校で雑巾を手渡す鎌田多美さん（右）

　中央：河野和美教論
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中種子町の給与・定員管理等　中種子町職員の給与などを公表します

1. 総括
（1）人件費の状況（普通会計決算）住民基本台帳人口は平成 28 年 1 月 1 日現在

区分
住民基本
台帳人口

歳出額
（Ａ）

実質収支額 人件費（Ｂ）
人件費率

Ｂ／Ａ 26 年度参考

27 年度 8,373 人 6,463,831 千円 55,559 千円 1,181,585 千円 18.2% 18.3%

（2）職員給与費の状況（普通会計決算）職員数は平成 28 年 3 月 31 日現在、職員手当に退職手当は含まない

区分
職員数
（Ａ）

給与費 1 人あたり給与費
（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

27 年度 125 人 473,640 千円 53,201 千円 191,270 千円 718,111 千円 5,744 千円

2. 職員の平均給与月額、初任給等の状況　平成 28 年 4 月 1 日現在

（1）職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額の状況 （2）職員の初任給の状況

区分
一般行政職

区分 本町 国
平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

本町 44.1 歳 328,486 円 359,561 円 一般
行政職

大卒 176,700 176,700

国 43.6 歳 331,816 円 410,984 円 高卒 144,600 円 144,600 円

（3）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

区分 5 ～ 7 年 7 ～ 10 年 10 ～ 15 年 15 ～ 20 年 20 ～ 25 年

一般行政職
大卒 210,400 円 218,500 円 272,300 円 317,100 円 347,600 円

高卒 169,700 円 193,300 円 251,000 円 276,300 円 316,700 円

3. 一般行政職の級別職員数等の状況　平成 28 年 4 月 1 日現在

区分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級

標準的な
職務内容

主事補
技師補

主事
技師

主査
技術主査

係長
主幹

技術主幹

課長
課長補佐

係長

課長
課長補佐

課長

職員数 10 人 7 人 9 人 38 人 22 人 18 人 1 人

構成比 9.5% 6.6% 8.6% 36.2% 21.0% 17.1% 1.0%

※本町給与条例に基づく給料表の級区分による職員数

※標準的な職務内容 : 各級に該当する代表的な職務

4. 職員の手当の状況
（1）期末手当・勤勉手当（平成 28 年度支給割合）

区分

本町 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

一般職 管理職 一般職 管理職 一般職 管理職 一般職 管理職

6 月期 1.225 1.025 0.8 1.0 1.225 1.025 0.8 1.0

12 月期 1.375 1.175 0.9 1.1 1.375 1.175 0.9 1.1

計 2.6 2.2 1.7 2.1 2.6 2.2 1.7 2.1

加算措置の状況
職制上の段階、職務の級等による加算措置
役職加算 5 ～ 10%

職制上の段階、職務の級等による加算措置
役職加算 5 ～ 20%
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（2）退職手当 （3）特殊勤務手当　平成 28 年 4 月 1 日現在

支給率 本町 国
支給実績 976 千円

※ 27 年度決算勤続 自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

20 年 20.4450 月分 27.4050 月分 20.4450 月分 25.55625 月分 支給職員 1 人あたり
平均支給年額

31,471 円
※ 27 年度決算25 年 29.1450 月分 34.5825 月分 29.1450 月分 34.5825 月分

35 年 41.3250 月分 49.5900 月分 41.3250 月分 49.5900 月分 職員全体に占める
手当支給職員の割合

22.0%
※ 27 年度最高限度額 49.5900 月分 49.5900 月分 49.5900 月分 49.5900 月分

手当の種類
（4）時間外勤務手当 保育所勤務手当　　　　　税務手当

徴収手当　　　　　　　　地籍調査手当
業務手当 ( 水道企業 )

支給実績（27 年度決算） 12,102 千円
職員 1 人あたり平均支給年額 (27 年度決算 ) 110 千円

支給実績（26 年度決算） 10,298 千円
職員 1 人あたり平均支給年額 (26 年度決算 ) 74 千円

（5）その他の手当　平成 28 年 4 月 1 日現在

扶
養
手
当

扶養親族である配偶者 13,000 円

住
居
手
当

貸家
　・　

貸間

月額 12,000 円を超える家賃を支払っている職員

配偶者以外の扶養親族 6,500 円 ～ 12,000 円 0 円

扶養親族でない配偶者を有する場
合の扶養親族のうち 1 人 6,500 円 12,001 ～ 23,000 円 （家賃 -12,000）円

配偶者のない扶養親族のうち 1 人 11,000 円 23,001 ～ 55,000 円 ｛（家賃 -23,000）× 1/2｝
+11,000 円

その他の扶養親族（1 人つき） 5,000 円 55,000 円～ 27,000 円

扶養親族のうち 15 ～ 22 歳の子
（1 人につき・加算額） 5,000 円 持家 持家の居住者で世

帯主の職員 0 円

通勤手当 片道 2㎞（往復 4㎞）以上の職員。1㎞ごとに 500 円、最高限度額 25,000 円

5. 特別職の報酬等の状況　平成 28 年 4 月 1 日現在 6. 職員数の状況　部門別職員数の状況

区分 給料月額等 期末手当 部門 区分
職員数（人）

27 年度 28 年度 増減

給
料

町　長 761,000 円

（支給割合）
6 月期 1.45 月分
12 月期 1.5 月分
計 2.95 月分

普

通

会

計

一

般

行

政

議 会 2 2 0

総 務 29 30 1

副町長 600,000 円
税 務 10 10 0

保 育 所 11 13 2

教育長 567,000 円
そ の 他 民 生 11 11 0

衛 生 9 9 0

報
酬

議　長 304,000 円
農 林 水 産 24 24 0

商 工 1 1 0

副議長 251,000 円
土 木 12 11 △ 1

小 計 109 111 2

議　員 228,000 円
教 育 16 16 0

小 計 125 127 2

公
営
企
業
等
会
計

国 民 健 康 保 険 3 3 0

老 人 保 健 0 0 0

簡 易 水 道 1 1 0

介 護 保 険 2 2 0

上 水 道 5 5 0

後 期 高 齢 2 2 0

小 計 13 13 0
総 合 計 138 140 2
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各課からのお知らせ　　各課からのお知らせ

住民税申告について
◎お問い合わせ先　役場税務課町民税係㉗ 1111 内線 203

■持参するもの
●申告する方
①印鑑（認め印）
②生命保険、損害保険払込証明書（掛金のある方）
③医療費の領収書
④国民年金保険料払込証明書
⑤社会保障・税番号（マイナンバー）が確認でき
　るもの
⑥身元確認書類（マイナンバーカードを持ってい
　ない方）
●農業や営業など事業所得のある方
①収入・支出の分かる帳簿
※漁業の方は水揚げ証明書
②経費の領収書
※時間短縮のため、肥料代、燃料代など仕分けを
してきて下さい。
●年金や給与所得のある方
①源泉徴収票

　住民税申告をしなくもよい方
　①確定申告、青色申告を済ませている方
　②給与のみの収入で年末調整を済ませている方
　③前述の①または②により、扶養者または専
　　従者になっている方

役場での確定（白色）申告・消費税申告
　別紙配布の「平成 28 年分確定申告・消費税申告
日程表」をご覧ください。
■日時　2 月 24 日（金）～ 3 月 14 日（火）
■場所　防災センター 1 階第 1 会議室
◎お問い合わせ先
　役場税務課町民税係　㉗ 1111 内線 203

税務署での所得税・消費税・贈与税申告
■所得税　
　2 月 16 日（木）～ 3 月 15 日（水）
■消費税・地方消費税（個人）
　３月 31 日（金）まで
■贈与税
　2 月 1 日（水）～ 3 月 15 日（水）
※閉庁日（土日祝日）を除く。
◎お問い合わせ先
　種子島税務署　㉒ 0440

　平成 29 年度分の住民税申告を下記の日程で行いますので、持参するものをご確認の上、会場にお越
しください。

期日 時間 集落 申告会場

2 月 13 日（月）

9:00 ～ 9:30 砂　中 砂中公民館
10:00 ～ 12:00 牧　川 牧川公民館

13:00 ～ 14:30

浜津脇
浜津脇
漁民センター

上之城
坂 　元
竹之川
広　野

15:00 ～ 16:00 平　鍋 平鍋公民館

2 月 14 日（火）

9:00 ～ 10:00
秋佐野

向井町公民館戸　畑
向井町

10:30 ～ 11:30 古　房 古房公民館

13:00 ～ 14:00
深久保

みどりの館二十番
池之平

14:30 ～ 15:30 郡　原 郡原公民館
15:50 ～ 16:50 中　山 中山公民館

2 月 15 日（水）

9:00 ～ 10:00 原之里 原之里公民館

10:30 ～ 11:30
宝　来

春田公民館春　田
池之向

13:00 ～ 14:00 中之町 中之町公民館
14:30 ～ 15:30 大　平 大平公民館

2 月 16 日（木）

10:30 ～ 11:30
大牟礼

伊原公民館伊　原
下　田

13:30 ～ 14:30 竹屋野 竹屋野公民館

15:00 ～ 16:00

阿　保

満足山公民館満足山
高　峯
広ヶ野

2 月 17 日（金）

9:00 ～ 10:00 阿高磯 阿高磯公民館

10:30 ～ 11:30 西之山 西之山公民館輪之尾

13:00 ～ 15:00

美　座

向町公民館
向　町
東之町
女　洲
西之町

2 月 20 日（月）

9:00 ～ 10:00 梶　潟 梶潟公民館

10:30 ～ 11:30 屋久津 屋久津公民館衣之平

13:00 ～ 14:30 東　目 田島公民館田　島
15:00 ～ 16:00 原　尾 原尾公民館
16:20 ～ 16:50 長　谷 長谷公民館

2 月 21 日（火）
9:30 ～ 11:00

今熊野

熊野公民館熊　野
新　町
塩　屋

13:30 ～ 14:30 本　村 本村公民館
15:00 ～ 16:00 中　田 中田公民館

2 月 23 日（木）

9:00 ～ 11:30

上　方

役場
防災センター
第一会議室

横　町
旭　町
松　原

13:00 ～ 16:30

伏之前
栄　町
畠　田
町山崎
阿　曽
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　各課からのお知らせ

確定申告・住民税申告へのマイナンバーの記載及び本人確認について
◎お問い合わせ先　役場税務課町民税係㉗ 1111 内線 203

　社会保障・税番号（マイナンバー）制度の導入により、平成 28 年分以降の確定申告・住民税申告の
際には「マイナンバーの記載」＋「本人確認書類の提示又は写しの添付」が必要です。

■マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちの方
　マイナンバーカードだけで本人確認（番号確認と身元確認）が可能です。

■マイナンバーカードをお持ちでない方
番　号　確　認　書　類

＋
身　元　確　認　書　類

（ご本人のマイナンバーを確認できる書類）
●通知カード
●住民票の写し又は住民票記載事項証明書

（マイナンバーの記載があるものに限ります）
などのうちいずれか１つ

（記載したマイナンバーの持ち主であることを
確認できる書類）
●運転免許証　
●公的医療保険の被保険者証
●パスポート
●身体障害者手帳
●在留カード
などのうちいずれか１つ

障害者控除について
◎お問い合わせ先　役場税務課町民税係㉗ 1111 内線 203

　所得税や住民税の申告では、身体障害者手帳等をお持ちの方は「障害者控除」を受けることができます。
また、障害者手帳等をお持ちでなくても、中種子町が交付する障害者控除対象者認定書を提示すること
で控除を受けることができます。
■障害者控除対象者認定書の交付申請について
対象者
　65 歳以上の方で障害者手帳等をお持ちでなく、且つ、介護保険の要介護認定を受けており、一定の条
件にあてはまる方
※判定には要介護認定に関する調査資料を使用します。
申請窓口　役場福祉環境課介護保険係

熊毛地区県・市町合同公売会の結果について
◎お問い合わせ先　役場税務課管理収納係㉗ 1111 内線 236

　税金滞納で差し押さえた財産の熊毛地区県・市
町合同公売会が、12 月 11 日に西之表市民会館で
ありました。
　公売会には 95 人が来場し、家具や電化製品な
どの出品物を落札しました。
　本町では、納税の公平を図る上で、滞納者の預

貯金等のほかに、捜索による動産の差し押さえも
しています。
　なお、今回の売却代金は各滞納金に充てています。
公売結果

最終出品数 115 件
落札物件数 90 件
総売却価額 174,727 円
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各課からのお知らせ　　各課からのお知らせ

フレッシュ種子島を募集します
◎お問い合わせ先　種子島観光協会㉓ 0111 ／役場企画課地域振興係㉗ 1111 内線 231

■応募資格　
　島内に居住している 18 歳以上の健康な未婚女
性（高校生は除く）。
■募集人数　2 人
■応募方法　
　履歴書を提出（郵送、持参どちらでも可）。
■応募締切日 　3 月 31 日（金）
■選考方法　　
　書類選考後、面接の日程などを連絡します。
■その他
　任期は、平成 29 年度通常総会（5 月開催予定）
から 2 年間です（任期中は、他のミスコンテス
トに応募できません）。認定者は、島内外のイベ
ント等に参加し、種子島の宣伝活動をしていただ
きます。また、認定者には賞金があります。

◎お問い合わせ・履歴書送付先
　種子島観光協会
　〒 891-3111
　西之表市西町 49-1　西之表港ターミナル内
　㉓ 0111

　年金に関する無料相談所を開設します。
■日時　2 月 8 日（水）午前９時～午後１時
■場所　中央公民館小会議室
■持参するもの
　年金手帳／年金証書／厚生年金の資料など

年金相談所を開設します
◎お問い合わせ先　役場町民保健課国保年金係㉗ 1111 内線 217 ／鹿児島北年金事務所099(225)5311

　年金相談には専門員
が応じます。お悩みが
ある方はお気軽にご相
談ください。

■任期　平成 28 年 12 月 26 日～平成 32 年 12 月 25 日

選挙管理委員会委員が決定しました
◎お問い合わせ先　中種子町選挙管理委員会㉗ 1111 内線 266

■
委
員
長

■
職
務
代
理
者

■
委
員

鎌田　多喜男（田島） 岩屋　春義（向井町） 松下　久男（牧川） 上妻　健二（上方）
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　各課からのお知らせ

2 月は猫の適正飼養推進月間です！
◎お問い合わせ先　役場福祉環境課環境衛生係㉗ 1111 内線 201 ／西之表保健所㉒ 0032

　飼い猫はルールを守って飼いましょう！
「猫の適正飼養」とは？
■室内で飼いましょう
　猫は室内で飼い、交通事故、争いによるけが、
感染症などの危険から守りましょう。ふん尿や、
ゴミを荒らす、鳴き声がうるさいなどの、猫によ
る周囲の人への被害をなくすことは飼い主の責務
です。猫を自由に放して周囲に迷惑をかけること
は、猫にとっても不幸なことになります。
■不妊処置をしましょう
　不妊・去勢手術をしないでいると、知らない間
に子猫が生まれることがあります。1 匹のメス猫
から子猫が生まれ、1 年後には合計 20 匹以上に
増えることもあります。責任を持って世話ができ
るかよく考えましょう。
　また、不妊・去勢手術は、病気の予防やストレ
スの軽減のほか、オス同士の争いやマーキング行
為の減少になります。

■所有者明示をしましょう
　飼い猫だと分かるように、しっかりと所有明示

（身元表示）をしましょう。たとえ室内飼いであっ
ても、開いたドアからの脱走や突然の災害などで
驚いて逃げてしまうことも考えられます。

　全国生活習慣病予防月間は、「” 一無、二少、三多 ”
による生活習慣病予防」を基本テーマとし、生活
習慣病に対する国民の意識向上と、これによる健
康寿命の伸長を目的として定められたものです。
一無
①無煙・禁煙
　たばこは、肺がん・ＣＯＰＤ
の最大の原因です。
　生活習慣病の悪化にもつなが
ります。
二少
①少食
　食事は腹八分目に。
　食事のバランスに気を付けま
しょう。
　塩分は控えめに。

②少酒
　節度ある適度な飲酒を。
　週に２日の休肝日を設けまし
ょう。
三多
①多動
　自分に合った適度な運動を。今の生活にプラス
10 分の運動を取り入れましょう。
②多休
　休息・休養・睡眠を多くとりストレスの解消と
疲労の蓄積を防ぎましょう。
③多接
　多くの人・物・事に接し、創造的な生活ができ
るようにしましょう。

2 月は全国生活習慣病予防月間です！
◎お問い合わせ先　中種子町保健センター㉗ 1133
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各課からのお知らせ　　各課からのお知らせ

平成 28 年「火災・救急」の状況について
◎お問い合わせ先　中種子分遣所㉗ 0119

　野焼きやサトウキビのカラ焼きをする際は、噴霧器などの消火準備をし、中種子分遣所に届け出をし
てから行ってください。

救急出動状況

年 合計 急病 一般負傷 交通事故 運動競技 その他 転院搬送

平成 27 年 428 288 74 22 2 7 35

平成 28 年 394 260 69 20 5 16 24

　今後も引き続き救急車の適正利用をよろしくお願いします。

火災発生状況

年 合計 建物 車両 その他

平成 27 年 13 3 2 8

平成 28 年 13 2 0 11

島外搬送件数

年 合計 ドクターヘリ 県防災ヘリ 自衛隊ヘリ その他ヘリ 航空機 高速船

平成 27 年 4 2 0 1 0 0 1

平成 28 年 12 9 0 1 0 1 1

　専門性の高い本土の医療機関への患者搬送手段も近年多様化し、ドクターヘリでの搬送は、時
間短縮も期待されます。

■検診日　4 月 14 日（金）～ 4 月 17 日（月）
■場所　　中種子町保健センター
■対象者　事前に意向調査の案内を送付します。
■検診内容

検診の種類 対象者（平成 29 年中に達する年齢）

子宮頸がん検診 20 歳以上の女性

乳がん検診
マンモグラフィ 2 方向検査 40 歳～ 49 歳の女性

マンモグラフィ 1 方向検査 50 歳以上の女性

女性がん検診（子宮頸がん・乳がん検診）を受診しましょう！
◎お問い合わせ先　中種子町保健センター㉗ 1133

　くらしの情報　information
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　各課からのお知らせ

農業従事者の皆さん青色申告を始めましょう（収入保険制度への加入に向けて）
◎お問い合わせ先　役場農林水産課農村振興係㉗ 1111 内線 283

　青色申告は、自分の経営を客観的につかむため
の重要なツール（手段）です。青色申告には、税
制上のメリットもありますので、取り組んでみま
しょう。
　なお、政府の「農林水産業・地域の活力創造本部」
において、青色申告を行っている農業従事者を対
象とした収入保険制度の導入が決定されました。

■青色申告を始めるには
　新たに青色申告を始めるには。個人の場合、平
成 29 年 3 月 15 日までに最寄りの税務署に「青
色申告承認申請書」を提出する必要があります。
　この申請を行えば、平成 29 年分の所得から、
青色申告を行うことが出来ます（申告時期は平成
30 年２月から 3 月）。

　くらしの情報　information

確定申告無料相談のお知らせ
　所得税、個人の消費税についてご不明な点
はありませんか。
　申告に必要な帳簿の記帳方法でお困りの点
はありませんか。
　南九州税理士会種子島支部では、申告・納
税に関する相談を無料で行います。（1 回 30
分程度、要予約）
■実施期間
　2 月 1 日（水）～ 2 月 28 日（火）
　※土・日・祝日を除く
■相談内容
　所得税及び個人の消費税に関する相談
　電子申告・電子納税に関する相談
■報酬
　申告・納税に関する相談は無料
　ただし、具体的に申告書等（申告書、決算書、
帳簿）の作成を依頼する場合は有料になります。
　予約の際に各税理士事務所にご確認ください。

■場所
　南九州税理士会種子島支部の各税理士事務所

※相談を希望される税理士に事前に必ず連絡
し、予約をしてください。
※税理士には、職務上知り得た秘密を守る義
務（守秘義務）が課せられていますので、安
心してご相談ください。

菜の花祭 in 原尾 巨大迷路に挑戦 !!
■開催時期　
　2 月中旬から 3 月下旬
●主催：'93 フロンティアⅡ
●共催：原尾集落農地組合・原尾なのはな会
※主催者側は、事故等については一切責任を負いません
ので、あらかじめご了承ください。
◎お問い合わせ先
　豊　裕恭090(1926)7903

至　小平山 至　野間 至　野間

広
域
農
道

国
道
58
号
線

至　島間 至　上中 至　上中

長谷小学校 長谷十文字文

菜の花

長谷十文字や長谷小学校付近には案内看板も設置しています。

周 辺 地 図

菜の花

税理士氏名 電話番号
廣田　久人 ㉓ 3223
西田　陽一 ㉓ 6011
前田　光範 ㉒ 0633前田　麻里
田添　祐一 ㉒ 1879
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種
子
島
の
自
然
（
そ
の
６
）

種
子
島
の
昆
虫

　

種
子
島
は
１
万
２
千
年
く
ら

い
前
ま
で
は
九
州
本
土
と
陸
続

き
で
あ
っ
た
た
め
、
大
隅
半
島

と
の
共
通
種
も
多
い
で
す
。
ま

た
、
古
く
か
ら
人
々
に
よ
っ
て

自
然
に
手
が
加
え
ら
れ
、
人
里

の
環
境
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

種
子
島
の
特
徴
的
な
昆
虫
を
紹

介
し
ま
す
。

南
限
の
昆
虫

　

九
州
本
土
と
陸
続
き
で
あ
っ

た
種
子
島
は
、
屋
久
島
と
共
に

多
く
の
昆
虫
の
分
布
南
限
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
ベ
ニ
シ
ジ

ミ
、
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ア
ゲ
ハ
、
ツ
マ
キ
チ
ョ

ウ
な
ど
）

広
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浜
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る
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ン
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子
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岸
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れ
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仲
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滅
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５
０
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っ
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っ
て
い

な
い
こ
の
チ
ョ
ウ
が
、
今
後
も

ず
っ
と
種
子
島
に
す
み
続
け
ら

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

朝
早
く
西
に
オ
リ
オ
ン
煌
め
い
て
す
が
し
き
中
を
朝

の
体
操　
　
　
　
　
　
　
　

満
足
山
　
鮫
島
ヨ
シ
ヱ

我
先
に
俺
も
俺
も
と
競
い
合
い
石
蕗
の
黄
は
土
手
に

整
列　
　
　
　
　
　
　
　

　
原
之
里
　
野
田
　
健

赤
道
を
越
え
て
帰
宅
す
夫
待
ち
て
「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ

だ
よ
」
の
声
に
安
堵
す　
　

旭
　
町
　
八
汐
　
眞
弓

野
良
と
し
て
生
き
る
道
を
ば
選
べ
し
か
眼
光
鋭
く
汚

れ
飢
え
し
も　
　
　
　
　
　

旭
　
町
　
白
木
　
民
子

野
良
猫
の
世
話
し
て
癒
さ
れ
る
老
人
に
餌
や
ら
な
い

で
と
は
言
う
こ
と
出
来
ず　

伏
之
前
　
牧
瀬
せ
い
子

ト
ラ
ン
プ
を
選
べ
し
亜
米
利
加
は
如
何
に
な
ら
む
酉と

り

戌い
ぬ

亥い

子ね

と
指
折
り
数
ふ　
　

原
　
尾
　
都
　
樹
実
生

遠
き
日
に
幼
娘
二
人
を
畑
の
く
り
に
座
ら
せ
我
は
精

を
出
し
た
り　
　
　
　
　
　

牧
　
川
　
松
下
み
つ
え

物
な
べ
て
欲
を
捨
て
れ
ば
身
軽
な
り
老
い
た
る
暮
し

穏
や
か
な
日
　々
　
　
　
　

伏
之
前
　
德
永
　
武
彦

幸
せ
は
さ
さ
や
か
が
良
き
サ
プ
ラ
イ
ズ
あ
る
筈
も
な

く
今
日
も
昏
れ
ゆ
く　
　
　

函
　
館
　
山
田
　
正
明

星
空
に
貼
り
付
き
身
ゆ
る
三
日
月
を
跳
び
て
取
ら
う

と
子
蛙
構
ゆ　
　
　
　
　
　

伏
之
前
　
中
嶋
喜
代
子

「
母
病
む
」
に
夜
行
列
車
で
駆
け
つ
け
し
息
の
顔
見

れ
ば
涙
あ
ふ
る
る　
　
　
　

満
足
山
　
横
山
美
津
絵

「
こ
う
の
と
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高血圧の予防と減塩　管理栄養士：森ちひろ　　　　　　　　公立種子島病院㉖ 1230

　

現
在
、
日
本
に
お
け
る
高

血
圧
患
者
数
は
４
千
万
人
以

上
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
そ
の

う
ち
の
90
％
以
上
は
、
原
因

が
特
定
で
き
な
い
本
態
性
高

血
圧
で
、
遺
伝
因
子
と
生
活

習
慣
を
含
む
環
境
因
子
が
関

与
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
血
圧
は
比
較
的
自
覚
症

状
が
少
な
い
で
す
が
、
進
行

す
る
と
心
臓
や
脳
、
腎
臓
な

ど
が
も
ろ
く
な
る
動
脈
硬
化

が
進
み
、
心
筋
梗
塞
や
脳
卒

中
、
腎
臓
病
な
ど
、
命
に
か

か
わ
る
病
気
を
引
き
起
こ
す

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
高
血

圧
の
予
防
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治
療
に
お
い
て

は
、
食
塩
制
限
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ア
ル
コ
ー

ル
制
限
、
有
酸
素
運
動
、
禁

煙
、
肥
満
解
消
な
ど
生
活
習

慣
の
改
善
が
基
本
で
す
。
中

で
も
、
食
塩
摂
取
量
を
減
ら

す
こ
と
が
重
要
で
す
。　

　

食
塩
摂
取
量
の
目
標
は
１

日
あ
た
り
男
性
は
８
ｇ
未

満
、
女
性
は
７
ｇ
、
高
血
圧

症
の
方
は
６
ｇ
未
満
を
推
奨

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
実

際
の
摂
取
量
は
男
性
11
ｇ
、

女
性
９
・
２
ｇ
と
大
き
く
上

回
っ
て
い
ま
す
。

　

食
塩
は
調
味
料
の
ほ
か
、

汁
物
や
加
工
食
品
に
も
多
く

含
ま
れ
て
お
り
、
思
っ
た
以

上
に
摂
取
し
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

塩
分
を
減
ら
す
工
夫

●
漬
物
や
佃
煮
な
ど
塩
分
の

多
い
食
品
は
控
え
る
。

●
ち
く
わ
・
さ
つ
ま
揚
げ
な

ど
の
練
り
製
品
や
ハ
ム
、
ベ

ー
コ
ン
な
ど
の
加
工
食
品
は

控
え
る
。

●
味
噌
汁
な
ど
の
汁
物
は
１

日
１
杯
程
度
に
す
る
。
具
だ

く
さ
ん
に
し
て
汁
の
量
を
減

ら
す
。

●
う
ど
ん
や
ラ
ー
メ
ン
な
ど

の
麺
類
の
汁
は
残
す
。

●
調
理
の
下
味
や
下
ご
し
ら

え
に
、
で
き
る
だ
け
塩
分
を

使
わ
な
い
よ
う
に
す
る
。

●
レ
モ
ン
や
す
だ
ち
な
ど
の

酸
味
や
、
し
ょ
う
が
、
し
そ

な
ど
の
香
り
を
利
用
し
て
薄

味
に
仕
上
げ
る
。

●
減
塩
し
ょ
う
ゆ
や
減
塩
味

噌
な
ど
を
活
用
す
る
。

　

塩
分
を
急
に
減
ら
す
の
で

は
な
く
、
毎
日
の
調
理
や
食

卓
で
減
塩
に
少
し
ず
つ
慣
れ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　

食生活改善推進員コーナー 　「新たに 11人が食生活改善推進員に！」
　

食
生
活
改
善
推
進
員
の

養
成
講
座
終
了
式
が
、
12

月
14
日
に
行
わ
れ
、
新
た

に
11
人
が
食
生
活
改
善
推

進
員
（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）

に
な
り
ま
し
た
。

　

養
成
講
座
は
10
単
位
20

時
間
で
行
わ
れ
、
栄
養
の

基
本
か
ら
献
立
の
立
て
方
、

生
活
習
慣
病
予
防
や
健
康

を
守
る
た
め
の
講
話
、
調

理
実
習
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

　

平
成
29
年
度
は
、
新
た

に
食
生
活
改
善
推
進
員
と

な
っ
た
メ
ン
バ
ー
を
含
む

32
人
が
、「
お
や
こ
食
育
教

室
」や「
健
康
づ
く
り
教
室
」

な
ど
の
各
種
教
室
で
「
私

た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の

手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

調味料・食品に含まれる食塩量
塩　小さじ１ 5 g 味噌汁　 1.2 ～ 1.5g
濃口醤油　小さじ１ 0.9 g 魚の塩焼き 2 g
ポン酢　大さじ１ 1.5 g うどん 5 g
ソース　大さじ１ 1 g たくあん 3 切れ 1.3 g
ケチャップ　大さじ１ 0.5 g ハム　1 枚 0.5 g
味噌　大さじ１ 2.2 g ちくわ　1 本 0.6 g
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宇
宙
科
学
技
術
館

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
先
取
り
情
報

　

12
月
上
旬
か
ら
館
内
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

一
足
先
に
東
館
の
一
部
が
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た
。
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
は
３
月
の
予
定
で
す
が
、
先

取
り
し
て
み
ら
れ
る
新
し
い
コ
ー

ナ
ー
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
触
っ
て
体
感 

宇
宙
を
身
近
に

　

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
が
保
有
す
る
技
術
や

画
像
、
企
業
と
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
か
ら
生
ま
れ

た
商
品
（
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
商
品
）

を
触
っ
て
体
感
す
る
コ
ー
ナ
ー
が

新
し
く
加
わ
り
ま
し
た
。
ベ
ス
ト

型
冷
却
下
着
な
ど
の
一
部
の
展
示

品
を
触
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
宇

宙
に
使
わ
れ
て
い
る
技
術
が
日
用

品
で
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る

か
、
手
で
触
っ
て
感
じ
て
み
ま
せ

ん
か
。

■
無
重
力
空
間
で
記
念
撮
影

　
「
き
ぼ
う
」
内
に
は
、
あ
た
か

も
無
重
力
空
間
に
い
る
よ
う
な
ふ

わ
っ
と
浮
い
た
写
真
を
撮
れ
る
写

真
ス
ポ
ッ
ト
が
出
来
ま
し
た
。
カ

メ
ラ
台
も
設
置
さ
れ
自
撮
り
も
可

能
で
す
。
来
館
記
念
に
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

※
東
館
は
引
き
続
き
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
中
の
為
、
一
部
見
ら
れ
な
い
展

示
物
が
あ
り
ま
す
。
西
館
に
つ
い

て
は
全
面
的
に
立
ち
入
り
が
で
き

ま
せ
ん
。
皆
さ
ま
に
は
、
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

宇宙センターだより 宇宙科学技術館　㉖ 9244
（http://www.jaxa.jp/）

地域包括支援センターだより ◎お問い合わせ先
㉗ 1223

「元気あっぷなかたねポイントカード」
「元気度アップ・ボランティア手帳」

ポイント交換はお済みですか。

　お持ちのポイント数が該当される方は、商品券
との交換が出来ますので、期間内に窓口へお越し
ください。
■交換が出来るポイントの数

「元気あっぷなかたねポイントカード」10 ポイン
ト以上

「元気度アップ・ボランティア手帳」5 ポイント
以上
※手帳の 1 ポイントはカードの 2 ポイントに相
当します。カードと手帳、両方のポイントをお持
ちの方は、合わせて10ポイント以上（カード換算）
であれば交換が出来ます。
■交換期間
　2 月 13 日（月）～ 2 月 17 日（金）
　3 月 27 日（月）～ 3 月 31 日（金）

■交換窓口
　役場福祉環境課

〈ご注意ください！〉
　交換をしなかったポイントは翌年度への繰越が
可能ですが、翌年度に取得できるポイントの数と
商品券の上限額が増える訳ではありませんので、
交換が可能なポイントは出来るだけ年度内に交換
される事をお勧めします。
●ポイントの年間上限数
　カード 100 ポイント、手帳 50 ポイント（カー
ドと手帳の両方をお持ちの方は、合わせて 100
ポイント（カード換算））
●商品券の年間上限額
　5,000 円
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婚姻・出生・死亡届
●寄附のお礼
　亡くなられた方々のご家族から、社会福祉協議
会へ金一封が寄せられました。これらの善意に感
謝するとともに、謹んで故人のご冥福をお祈り申
し上げます。（敬称略）
厚地　葉子（浜津脇）　春田イチ子（平　鍋）
柳田リヱ子（竹屋野）　下平農夫男（上　方）
山口アキミ（田　島）

社協だより

暮らしのうごき
人口の動き

総人口 8,272 人 ( 0) 出生 3 人

男　性 3,926 人 ( +2) 死亡 11 人

女　性 4,346 人 ( -2) 転入 21 人

世帯数 4,353 人 ( -2) 転出 13 人

※（　）は前月との比較（12 月末現在）

火事・救急

火事・救急 ( 町内）　12 月中

火　事 3 件 うち建物 0 件

救　急 35 件 うち急病 24 件

交通事故

交 通 事 故 町内 島内

発生件数 17 件 ( +2) 44 件 ( -7)

死 者 数 1 件 ( 0) 1 件  ( 0)

負傷者数 19 件 ( +4) 53 件 ( -1)

※平成 28 年 12 月、(　) は前年同時期比較

戸 籍 の 窓
平成 28 年 12 月受付分

（承諾書をいただいた方のみ掲載）

いつまでもお幸せに
日付 名前 集落

12/25　
島　雄大 熊　野

石川　重利加 南種子町

12/26　
大脇　稔 西之表市

本田　望 横　町

こんにちは赤ちゃん
男の子 名前 両親 集落

12/7 鎌田　航
こうへい

平 恵・真奈美 竹屋野

12/11 日髙　煌
き ら た

汰 隆幸・利恵 中　田

女の子 名前 両親 集落

12/17 岩﨑　優
ゆ り

里 隆一・美帆 伏之前

おくやみ申しあげます
名前 集落 年齢

12/3 中島　ワカ子 二十番 78 歳

12/4 春田　豊一 平　鍋 82 歳

12/6 大木田　シヅ 池之向 85 歳

12/6 厚地　岩夫 浜津脇 84 歳

12/7 池田　勝 伏之前 83 歳

12/15 岩坪　ユリ子 中之町 80 歳

12/16 半渡　幸子 栄　町 74 歳

12/18 寺田　キミ子 旭　町 73 歳

12/27 光　數夫 春　田 92 歳

12/29 山口　繁 田　島 85 歳

｛
共同募金運動のお礼と実績報告
　10 月 1 日から 12 月 31 日までの 3 カ月間にわ
たり、町民の皆さまのご支援とご協力のもと、目標
額を達成できました。
　今後ともよろしく
お願いします。
実績額　
2,674,726 円
◎お問い合わせ先
　中種子町共同募金委員会㉗ 1845

内　訳 金　額
戸別募金 2,050,656 円
法人募金 495,000 円
街頭募金 79,912 円
学校募金 33,346 円
その他募金 15,812 円

｛
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「なかたねお知らせ版」　2 月 1 日～ 28 日
保健センター　すこやかカレンダー

日 行　事

2（木）ぽかぽか教室 13:00~

3（金）母子手帳交付 13:00~

11（土）おやこ食育教室 9:00~　対象 : 星原小

16（木）乳幼児健診

17（金）母子手帳交付 13:00~

22（水）
マタニティー教室
お産・母乳 13:00~ 種子島産婦人科医院
沐浴 18:00 ～保健センター

乳幼児健診　2 月 16 日（木）
※保健センターで実施

対象者 受付時間 生年月日

3 ～ 5 カ 月 児 09:00~09:15 H28.09.15　～　H28.11.15 

もうすぐ 1 歳児 10:00~10:15 H28. 2.17　～　H28. 3.16

5 歳 児 12:45~13:00 H23.11.17　～　H24. 2.15

予防接種　
※接種場所は各医療機関となります。
接種種類 接種期間 接種可能対象者

Ｂ Ｃ Ｇ 1 月 30 日～ 2 月 4 日 生後 3 カ月～ 12 カ月

日本脳炎 2 月 6 日～ 2 月 10 日
1 期  H23.4.2 ～ H25.4.1

2 期  H18.4.2 ～ H19.4.1

水 痘 2 月 13 日～ 2 月 18 日 生後 12 カ月～ 36 カ月

四種混合 2 月 20 日～ 2 月 25 日 生後 3 カ月～ 90 カ月

M R
混 合 1 期 2 月 27 日～ 3 月 4 日

生後 12 カ月～ 24 カ月

M R
混 合 2 期 H22.4.2 ～ H23.4.1

成 人 用
肺炎球菌 4 月 1 日～ 3 月 31 日 対象者には通知

行事・イベントなど
日 行　事

5（日）第 55 回種子島地区武道大会
【町内体育施設】

18（土）チャレンジキッズ
「さよならチャレンジキッズ」

18（土）第 64 回鹿児島県下一周市郡対抗駅伝競
走大会（～ 22 日）

包括支援センター　介護予防事業
いきいき健康体操教室
毎週水曜日　9:30 ～　中央体育館

公立種子島病院
眼科、耳鼻咽喉科を除く外来診療は午後から休
診します。

各科 診察日

眼 科 6（月）、7（火）、20（月）、21（火）

耳鼻咽
喉 科

2（木）、16（木）

整 形
外 科 毎週火曜日の午前中

消化器
外 科 毎週水曜日の午前中

休日在宅医当番表
日 病院・医院名

5（日） 中種子クリニック ㉗ 3222

12（日） 中目医院 ㉓ 0350

19（日） 公立種子島病院 ㉖ 1230

26（日） 井元医院 ㉒ 0075

子育て支援センターおひさま（保育所内）
※未就園児対象　全て 10:00 ～ 11:30

日 行　事 場所

3（金） 幼児学級合同（1 ～ 4 歳児）
中央保育所豆まき会参加 中央保育所

7（火） 赤ちゃん教室（1 歳未満）
おもちゃを作ろう 保健センター

17（金） 幼児学級（1 ～ 2 歳児）
ひな祭り制作 伏之前住宅集会所

21（火） 赤ちゃん教室（1 歳未満）
ひな祭り制作 保健センター

24（金） 幼児学級（3 ～ 4 歳児）
ひな祭り制作 伏之前住宅集会所

中央保育所園庭開放日
第 2・第 4 月曜日　10:00 ～ 11:30

　※変更になる場合があります。
　　あらかじめご了承ください。



屋久島→種子島
7:00 7:50

10:00 10:50
15:40 16:30

種子島→屋久島
9:20 10:10

11:50 12:45
16:40 17:30

■　冬　ダ　イ　ヤ　■
平成 28 年 12 月 1 日～平成 29 年 3 月 10 日

鹿児島→種子島
7:30 9:05

７:45 指宿宮之浦 10:50
10:00 11:35
13:00 14:35
15:00 16:35
16:00 17:35

（木・金・日のみ運航）

指宿→種子島
8:30 宮之浦 10:50

種子島→指宿
16:45 17:50

種子島→鹿児島
7:00 8:35

（月・金・土のみ運航）

8:00 9:35
9:20 宮之浦 12:35
11:05 12:45
15:00 16:35

16:45 指宿 18:40

種 子 屋 久 高 速 船 株 式 会 社

※安房発着

※

※

※

西之表営業所　0997-22-1224 ／ 6 時～ 17 時 30 分
中種子窓口　　0997-27-3663 ／ 9 時～ 17 時※
　　　　　　　　　　　　　　　※日・祝日は休み

島の四季彩　
オニヤブソテツ（オシダ科）

【漢字表記】鬼薮蘇鉄

【分布】北海道南部～琉球、朝鮮・中国・

台湾・ベトナム・インド

【生育地】低地の向陽の地や海岸付近　

　島内では、海岸付近

の林床などにもっとも

多く普通に見られる常

緑性のシダ植物です。

皆さんも、海岸に行か

れた時に、名は知らず

とも、きっと目にされ

ていると思います。

近縁種で、葉がソテツに少し似て、薮

の中に生育しているヤブソテツ ( 島内

に自生していません ) があり、その葉

より大きくてがっしりしているため鬼

の名が付いたものです。葉軸(中央の茎)

の左右には先の尖った革質で無毛の羽

片 ( 小葉 ) があります。羽片は、上面

は緑色でテカテカした光沢があり、下

面は緑白色でしばしば円形の胞子嚢群

が一面に散在していることがあります。

環境適応性が強いようで、元来、自生

地ではない北米やヨーロッパにおいて

野生化している地域があります。

【写真・資料提供】

香月茂樹さん（元薬草試験場長）

■
フ

ァ
ッ

ク
ス

：
0997-27-3634

■
E-m

ail：
naka-koho@

tow
n.nakatane.kagoshim

a.jp
■

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

／
http://tow

n.nakatane.kagoshim
a.jp/

広
報

な
か

た
ね

2
月

号
　

平
成

29
年

1
月

25
日

発
行

■
発

行
／

鹿
児

島
県

中
種

子
町

役
場

■
編

集
／

企
画

課
広

報
係

■
電

話
0997-27-1111（

内
線

303）

　1 月 13 日に中種子町社
会福祉協議会ボランティア
一同から「ゴーサシ」を頂
き、役場玄関ホールに飾り
ました。
　ゴーサシは蚕をイメージ
したものといわれ、五穀豊
穣を祈願するものです。


